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第
九
十
条
の
十
二
第
二
項
中
「
令
和
元
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
五
月
一

日
か
ら
令
和
五
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
二
・
五
ト
ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」に
改
め
、

「
又
は
貨
物
自
動
車
」
を
削
り
、
同
号
イ

中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十

を
乗
じ
て
得
た
数
値
」
を
「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
乗
合
自
動
車
又
は
」

を
削
り
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
二
・
五
ト
ン
を
超
え
」
及
び
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同

号
ロ

中
「
百
分
の
百
十
」の
下
に「（
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、百
分
の
百
二
十
）」

を
加
え
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
乗
合
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
財
務
省

令
で
定
め
る
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

平
成
三
十
年
揮
発
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
揮

発
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
三
を
超
え
な
い
こ
と
。

平
成
十
七
年
揮
発
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
揮

発
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数

値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ハ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ハ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同
号
ロ
を
同

号
ニ
と
し
、
同
号
イ
中
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同
号
イ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
に
イ
及
び
ロ
と
し
て
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

イ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
乗
合
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
財
務
省

令
で
定
め
る
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量

が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を

超
え
な
い
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
乗
合
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
財
務
省

令
で
定
め
る
も
の

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数

値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
三
項
中
「
令
和
元
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
五
月
一

日
か
ら
令
和
五
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
揮
発
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
揮
発

油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
三
項
第
一
号
イ

中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
」
の
下
に
「
、
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を
加
え
、「
に
百
分
の
百
二
十
を
乗

じ
て
得
た
数
値
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
二
・
五
ト
ン
」
を
「
三
・
五
ト
ン
」
に
改
め
、「
又
は
貨
物
自
動
車
」
を
削

り
、
同
号
ロ

中
「
二
分
の
一
」
を
「
四
分
の
三
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
四
分
の
一
」
を
「
二
分
の
一
」

に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
」

を
「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
二
・
五
ト
ン
を
超
え
」
及
び
「
乗
合
自
動

車
又
は
」
を
削
り
、
同
号
ハ

中
「
百
分
の
百
五
」
の
下
に「（
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
自
動
車
に
あ
つ

て
は
、
百
分
の
百
十
五
）」を
加
え
、
同
号
ニ
中
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

イ

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油

ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
三
項
第
二
号
ロ
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
」
の
下
に
「
、
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を
加
え
、「
に
百
分
の
百
二
十
を
乗
じ

て
得
た
数
値
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
ハ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
三
項
第
三
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同
号
ロ
を
同

号
ハ
と
し
、
同
号
イ
中
「
乗
合
自
動
車
又
は
」
を
削
り
、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

イ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
乗
合
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
財
務
省

令
で
定
め
る
も
の

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
四
項
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
五
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、「
令
和
元
年

五
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
三
十
日
ま
で
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
イ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
揮
発
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
揮
発

油
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
四
項
第
一
号
イ

中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
」
の
下
に
「
、
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
乗
合
自
動
車

又
は
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油

ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
九
十
条
の
十
二
第
四
項
第
二
号
ロ
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
」
の
下
に
「
、
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
五

号
」
を
「
、
第
五
号
又
は
第
六
号
イ
」
に
、「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
九
十
」
を
「
令

和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
の
記
載
事
項
」
を
「
に
記
録
さ
れ
た
事
項
」
に

改
め
る
。

第
九
十
条
の
十
三
中
「
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
令
和
二
年
度
」
を「
令
和
七
年
度
」に
、「
第

二
条
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
令
和
二
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
」
に
改
め

る
。第

九
十
条
の
十
四
の
見
出
し
中
「
乗
合
自
動
車
等
」
を
「
貨
物
自
動
車
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
貨
物
自
動
車
（
財
務
省
令
で
定
め
る
牽け
ん

引
自
動
車
及
び
被
牽

引
自
動
車
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
横
滑
り
及
び
転
覆
に
対
す
る
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
」
と
い
う
。）に
係

る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の（
次
項
に
お
い
て「
車

両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。）、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以

降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
前
方
障
害
物
と
の
衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め

の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う
。）に
係
る
保
安
上
又
は

公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減

制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。）、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報
装
置
」
と
い
う
。）に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
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